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令和６年度 学習状況調査実施に係る説明会

令和６年度

『全国学力・学習状況調査』の結果について



■ 報告書
※各校には、9月2５日付で配付しています。

※10月4日に、香川県教育センターWebサイトに、PDF版を掲載します。

□ 活用ツール（Excelファイル）
※香川県教育センターWebサイトよりダウンロード可能

◇ 本プレゼン資料
※香川県教育センターWebサイトに、PDF版を掲載しています。

結果の分析と普及



「令和６年度
全国学力・学習状況調査」

報告書



調査の概要

全国学力・学習状況調査

実施 日 令和６年４月18日（木）

対 象
小学校第６学年

中学校第３学年

内 容
（教 科）

小学校第６学年（国語、算数）

中学校第３学年（国語、数学）

※知識・技能等と、活用する力や構想を立て実践し評価・改善する

力等を一体的に問う問題を出題

※記述式の問題を一定割合で導入

内 容
（質問調査）

児童生徒質問調査
学校質問調査

報告書 Ｐ14・15



報告書の構成

P４、５ 調査の結果から見られる特徴

特集

１　児童生徒主体の学び

２　ICTの活用場面

３　教職員の支え合う集団づくり

４　開かれた学校づくり

Q＆A

Q１　学習意欲に関わる質問項目

Q２　言語活動に関わる質問項目

Q３　学習習慣に関わる質問項目

Q４　自己有用感等に関わる質問項目

Q５　学校生活に関わる質問項目

Q６　ICTの活用に関わる質問項目

P７～１２

P３２～４０

今後の方針を提案

これまでの課題としての香川県重点項
目に関する６つの事項をQ＆Aで整理

香川の結果に特徴の見られる質問と
つないで、４つの特集記事を作成

見開き２ページに整理



調査の結果から見られる特徴 報告書 Ｐ４・５



教科に関する調査の結果から見られる特徴 報告書 Ｐ４

話合い活動の具体的な改善ポイントが明
らかになる

日常生活での活用を意識させるとともに、
何に着目して考えたか、どのように解決し
たかを説明する学習活動を増やす



質問調査の結果から見られる特徴 報告書 Ｐ５

➡ P8 特集１「児童生徒主体の学び」

 □31 ５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業では、各教科な

どで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動
を行っていましたか                 【児童生徒質問調査】 

増加傾向



質問調査の結果から見られる特徴 報告書 Ｐ５

➡ P36 Q４ 自己有用感等に関わる質問項目

増加傾向



質問調査の結果から見られる特徴 報告書 Ｐ５

➡ P40 Q６ ICTの活用に関わる質問項目

児童生徒の活用状況 教師の活用状況



質問調査の結果から見られる特徴 報告書 Ｐ５

➡ P35 Q３ 学習習慣に関わる質問項目

平日1日当たりの勉強時間

減少傾向



特集１ 児童生徒主体の学び

特集２ ICTの活用場面

特集３ 教職員の支え合う集団づくり

特集４ 開かれた学校づくり

報告書 Ｐ6～12特集 報告書 Ｐ７～12



自分の考えを工夫して発表することに課題

特集１ 児童生徒主体の学び 報告書 Ｐ８

一人一人に考えを表現する機会を

 □31 ５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業では、各教科な

どで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動
を行っていましたか                 【児童生徒質問調査】 

増加傾向

発表できていないと感じている子

小：35.7％ 中：45.2％

小 64.3％
中 54.8％



特集１ 児童生徒主体の学び 報告書 Ｐ９

個に応じた指導が進む



特集１ 児童生徒主体の学び 報告書 Ｐ９

主体的に学ぶ取組が増加している

授業の中で学び方を学べるように

児童生徒に委ねる



特集2 ICTの活用場面 報告書 Ｐ10

授業の各場面におけるICTの使用頻度が増加

各教科の学びを深める効果的な活用を



特集３ 教職員の支え合う集団づくり 報告書 Ｐ11

チームで支える環境が資質向上につながる

教職員の資質向上に向けた取組 チームで支える職場の雰囲気づくり



特集４ 開かれた学校づくり 報告書 Ｐ12

学校と地域や保護者の相互理解が進む



「活用ツール（Excelファイル）」





文部科学省から提供された
データを取り込む

「活用ツール（Excel）」による自校の結果分析 ⇒ 授業改善



「活用ツール（Excel）」による自校の結果分析 ⇒ 授業改善

学校ごとのデータを香川県や国と比較

香川

全校

貴校



23

報告書や活用ツールを利用して、
成果と課題を把握し、
更なる改善に向けた取組を行いましょう。

令和６年度 学習状況調査実施に係る説明会

授業改善にむけて、県教育センターがサポートします。サポートの依頼は、
県教育センター教育研究課へ、 お気軽にご連絡ください。


